
ONE WORLD 2／未来表現（活用・応用）

週末プランナー＆おさそいメッセージ Class＿＿＿ No.＿＿＿ Name＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

🎯 今日のゴール　be going to と will を使って週末の予定を伝え合い、友だちを1人さそってみよう。

STEP 1 お手本を読んで、声に出してまねしよう。

A: What are you going to do this weekend?

B: I'm going to see a movie on Saturday.

A: Sounds fun! What movie?

B: A new adventure movie. Do you want to come?

A: Yes! I'll join you!

▼ 発表（グループで）

Ken is going to see a movie this weekend. I'll join him!

決めてある予定は be going to、その場で決めたことは will（I'll join you!）。この使い分けがこの活動の心臓部。

STEP 2 使える表現（この中から選んで使おう）

What are you going to do? I'm going to 〜. I'll 〜. Sounds fun! Do you want to come?

Let's meet at 〜. Sorry, I'm busy.

STEP 3 自分の週末の予定をメモしよう（本当の予定でも、してみたい予定でもOK）。

いつ すること（英語のメモでOK）

土曜日

日曜日

STEP 4 予定を伝える文と、友だちをさそう一言を書こう。

✔ お手本と表現バンクを見ながらでOK。まちがいを恐れず、まず書いてみよう。

英語教材ラボ　https://eigo-kyozai-lab.vercel.app 裏面で「つたえる・ふりかえる」！
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STEP 5 教室を歩いて、予定を聞き合おう。「いいね」と思ったらさそいに乗ろう。

できたらチェック：

① ペアで What are you going to do this weekend? と聞き合う

② 教室を歩いて3人に聞く（メモを取ろう）

③ 「いいね」と思った予定に I'll join you! と乗ってみる（乗れたらハイタッチ）

④ グループで「今週末いちばん楽しみな人」を1人発表する（〜 is going to ....）

自己評価 できたところに ○ をつけよう（正直に！）

ふりかえりの観点 ◎ よくできた ○ できた △ もう少し

① 内容　言いたいことが相手に伝わった

② 正確さ　習った表現を正しく使えた

③ 流暢さ　あまり止まらずに言えた

④ 態度　相手を見て、聞こえる声で言えた

ふりかえり 次はどうしたい？　できるようになったこと・次の目標を1つ書こう。

☆発展チャレンジ！ 天気で変わるプランにしてみよう。If it rains, I will read books at home. のように「もし雨なら」の

文を1つ足すと、プランがぐっと大人っぽくなる！

先生へ（この教材のねらいと進め方）

ねらい：be going to（前から決めている予定）とwill（その場の決定＝I'll join you!）の使い分けを、さそい合いという必然のあ

る場面で運用させる。導入・定着ドリル（ow2-future-drill）の次に置く応用の1枚。

進め方：STEP1でモデルを役割音読 → STEP3で予定メモ → STEP4で下書き → STEP5で歩き回りインタビュー→さそいに

乗る体験 → グループ発表。

見取り：be going to のあとが原形か／「その場で決めた」場面で will が出るか／発表で三人称（〜 is going to）に直せている

か。評価は裏面の4観点で。

英語教材ラボ　https://eigo-kyozai-lab.vercel.app 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）


